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協議事項（１） 

コミュニティバスの再編実施について 
 

＜協議事項＞ 

令和４年度より、コミュニティバスの再編を実施し、運行計画の見直しを行う。 

再編にあたっての基本方針は以下のとおりとし、新たな運行計画での運行の開始は、令和６年４月

に設定する。 

➢ 立地適正化計画をはじめ、まちづくりと連携した再編を行うこと。 

➢ 利用者や地域のニーズ、利用状況、人口の分布等の実情に応じた編成を行い、効率化・最適化を図ること。 

➢ 他の公共交通機関や関係者と連携を図り、利便性や利用環境の向上を図ること。 

➢ 利用者にとって、より明瞭な交通体系を目指すとともに、わかりすい情報発信を行うこと。 

 

１．経緯・目的 

コミュニティバス「坂東号」については、既存のバス交通を補完する交通手段として、平成１

８年１１月から運行を開始した。現在は、車両２台で、各地域と中心市街地・公共施設等を結ぶ

６ルートを運行している。 

  運行開始以降、全体的な運行計画の見直しを行ったのは、平成２０年、平成２２年及び平成２

４年の計３回で、その後は行っていない。平成２２年及び平成２４年の見直しでは、運行日数や

運行車両台数を減らし、経費削減を図っているが、それに伴い利用者も減少している。また、そ

の後も、現在に至るまで年々利用者は減少し、市の負担額も増加している状況にある。 

  前回の見直しから約１０年が経過し、人口・施設分布の変化や道路の新設、工業団地の造成等

により、市内の移動需要は当時と変化しており、現状に応じた効率的で利用しやすい公共交通ネ

ットワークを再構築する必要がある。 

  これらのことを踏まえ、令和２年３月に策定した『坂東市地域公共交通網形成計画』では、目

指すべき姿を「バス交通を軸とするまちづくり」とし、その施策として、コミュニティバスの再

編を実施することとしている。（新型コロナウイルスの感染拡大により、令和２年度及び３年度の

実施は見送りとなっている。） 

  新型コロナウイルスの終息については、未だに見通しが立たないものの、ポストコロナの新常

態が見込まれ、コミュニティバスについてもそれ見据え、改善を図る必要がある。 

ついては、令和４年度から再編を実施し、運行計画の見直しを行う。 

 

＜現在の運行内容＞  ※ルート図・時刻表は【別紙１】のとおり 

ルート名 運行日 運行時間帯 運行便数 
停留所

数 
運賃 

運行主体 

（委託先） 

庁舎間シャトル 月～金 9～17 時台 
3 便 

（3 往復） 
33 

 

 

100 円 

 
未就学児・

障がい者 

無料 

 

回数券・定

期券・乗継

券あり 

坂東市 

（関東鉄道㈱） 

 

 

七郷・中川ルート 月・水・金 8～14 時台 
4 便 

（3.5 往復） 
33 

沓掛・内野山ルート 月・水・金 8～14 時台 
3 便 

（3 往復） 
46 

長須・七重ルート 火・木・土 8～14 時台 5 便 44 

矢作ルート 
月～金 

（休校日運休） 
7 時台、16 時台 2 便 12 

半谷ルート 
月～金 

（休校日運休） 
7 時台、16 時台 2 便 7 
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２．運行内容の変遷 

（１）当初運行内容（平成１８年１１月１日～） 

  ・車両３台を使用し、市内を循環する５つのルートを運行。 

  ・各ルート１日４便を毎日運行（年末年始を除く）。 

 

（２）運行内容の見直し①（平成２０年４月１日～） 

  ・地域等からの要望等を受け運行内容の見直しを実施。 

   主な変更点 

・七重小学校及び七郷小学校への通学対応（経路・ダイヤの変更） 

・逆井城跡公園への乗り入れ（停留所新設） 

・運行時間の時間の短縮（中心市街地の経路変更）等 

   → 通学利用によりコミュニティバスの利用者は４４％増加し、収支率も４．３％改善された。 

しかし、日中の利用については依然として少ない状況が続いた。 

 

（３）運行内容の見直し②（平成２２年４月１日～） 

  ・利用状況や利用者等からの意見を集約した結果、再度、大幅な運行内容の見直しを実施。 

   主な変更点 

・運行日を各ルート週３日（隔日）に減らし、１日の運行便数を６便に増加 

・さしま健康交流センターへの乗り入れ（停留所新設）等 

   → 運行日数の減により、運行経費が２２％削減されたが、それに伴い利用者数も２０％減少

した。収支率は０．６％改善した。 

 

（４）運行内容の見直し③（平成２４年４月１日～） 

 ・デマンドタクシーの運行開始と併せて、全面的な運行内容の見直しを実施。 

   主な変更点 

・運行車両を２台に変更（１台は予備とし、３台をローテーションで使用） 

・民間路線バスとの重複を極力避け、利用者の少ないルート・停留所を廃止（交通空白地域

はデマンドタクシーで対応） 

・運行ルート（乗車時間）を短縮するとともに、利用の多い日中の時間帯に運行を集中 

・通学用に特化したルートを新設（矢作ルート・半谷ルート） 

      → 運行車両を２台にしたことで、運行経費が３３％削減されが、利用者も１９％減少した。 

     収支率は１．６％改善した。 
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 過去に実施した見直しの概要（軽微なものを除く） 

運行内容 
当初 

（H18.11～） 

見直し① 

（H20.4～） 

見直し② 

（H22.4～） 

見直し③ 

（H24.4～現在） 

運行車両台数 3 台 （変更なし） （変更なし） 
2 台 
（常用 2 台、予備１台） 

ルート数 5 ルート （変更なし） （変更なし） 6 ルート 

ルート名 

①生子菅・逆井山 

②沓掛・内野山 

③神大実・飯島 

④七郷・中川 

⑤長須・七重 

※運行経路・ダイヤ

の変更あり 

※運行経路・ダイヤ

の変更あり 

①庁舎間 

②七郷・中川 

③沓掛・内野山 

④長須・七重 

⑤矢作 （通学対応） 

⑥半谷 （通学対応） 

運行日 
（年末年始は運休） 

毎日 （変更なし） 3 日/週 
①⑤⑥：5 日/週 

②③④：3 日/週 

運行便数 4 便/日 （変更なし） 6 便/日 

①③：3 便/日 

②：4 便/日 

④：5 便/日 

⑤⑥：2 便/日 

運賃 100 円 （変更なし） （変更なし） （変更なし） 

特記事項    
デマンドタクシーの

運行開始 
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３．利用状況 

（１）利用者数 

 

⇒ 見直し①後、通学利用者の増加により、利用者は前年度より４４％増加した。 

⇒ 見直し②後、運行日数減の影響もあり、利用者は前年度より２０％減少した。 

⇒ 見直し③後、デマンドタクシーの運行開始やそれに伴うルート縮小の影響もあり、利用者は前年度より１９％

減少した。 

その後も、利用者は年々減少しており、令和 2 年度は、見直し①以降最も少ない利用者数となっている。 

 

 

（２）運行経費及び収支率 

 

⇒ 見直し①後、利用者の増加により、収支率が前年度より４．７％改善した。 

⇒ 見直し②後、運行日数の減により、運行経費が前年度より２２％削減され、収支率は０．６％改善した。 

⇒ 見直し③後、運行車両台数の減により、運行経費が前年度より 33％削減され、収支率は１．６％改善した。 

その後は、運行経費の増加とともに、年々収支率も悪化しており、令和２年度は、見直し①以降最も低い収

支率となっている。 
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15,796 

30,983 29,631 29,539 

22,880 22,863 

15,152 15,490 16,135 16,662 16,677 17,404 18,089 
20,071 20,204 

654 

1,917 3,339 3,116 
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1,348 1,180 
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（３）利用者１人当たりの市負担額 

 

⇒ 見直し①後は、利用者増加により、利用者１人当たりの市負担額は前年度より４０４円改善した。 

⇒ 見直し②後は、運行日数の減により経費を削減したものの、利用者も減少したため、利用者１人当たりの市

負担額は、概ね横ばいの状況である。 

⇒ 見直し③後は、運行車両台数の減により経費を削減したこともあり、利用者１人当たりの市負担額は前年度

より１４４円改善した。その後は、年々増加しており、令和２年度は、見直し①以降最も高い負担額となってい

る。 

 

 

（３）コロナ禍における利用者数の推移 

 

⇒ 令和２年３月～５月や令和３年９月は、緊急事態宣言等の発令や、それに伴う小学校の休校や各施設の休

館もあり、コロナ前より５～６割以上減少している。それ以外の時期については、概ねコロナ前より１～２割前

後減少しているが、緊急事態宣言等解除後の令和２年７月や令和３年１０月は、利用者が集中したことが考

えられ、コロナ前と同等の利用者数となっている。 

⇒ コミュニティバスの利用者のうち半数以上が小学生の通学利用であるため、休校等があると、その分利用者

は減少し、全体の利用者数に与える影響も大きい。一方で、それ以外の利用者は、高齢者を中心とした

方々が日常の買い物や通院等に利用することが多いと考えられるため、コロナ禍であっても一定の需要はあ

り、利用者はコロナ前の８０～９０％前後を推移している。 
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（４）各ルート別の利用状況 

 ア 利用者数 

 

⇒ 令和２年度については、コロナ禍の影響もあり、全ルートにおいて、前年度の利用者数を下回っている。 

  （庁舎間シャトル：４２．８％減、七郷・中川ルート：１２．０％減、沓掛・内野山ルート：３０．６％減、長須・七重ル

ート：２９．２％減、矢作ルート：７．５％減、半谷ルート：２．４％減） 

⇒ 通学利用に特化した矢作ルート・半谷ルートを除く、４ルートの利用者数については、平成３０年度までは概

ね増減を繰り返している状況であったが、令和元年度以降はいづれのルートも減少し、令和２年度は過去最

も少ない※利用者数となっている。（※現在の６ルートでの運行となった平成２４年度以降） 

 

 
イ 全体利用者数に対する各ルート利用者数の割合 

 

⇒ 例年、通学利用に特化した矢作ルート・半谷ルートの利用者が、全体の５割程度を占めている。 

（R２：５５．６％％） 

⇒ 矢作ルート・半谷ルートを除く、４ルートについては、例年、１０％弱～１５％強を推移している。 

 

 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

庁舎間シャトル 2,693 2,616 2,248 2,170 2,592 2,459 2,512 2,120 1,211

七郷・中川ルート 3,647 3,501 3,634 3,221 3,075 3,223 3,331 2,425 2,133

沓掛・内野山ルート 1,843 1,706 1,984 1,644 1,925 1,868 2,235 1,939 1,345

長須・七重ルート 3,575 3,570 3,665 3,172 3,071 3,025 2,800 2,212 1,566

矢作ルート 3,942 3,234 3,999 4,352 4,078 3,155 2,868 3,145 2,906

半谷ルート 7,785 6,697 5,531 6,076 6,035 5,819 5,256 5,063 4,939
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ウ １便あたりの平均利用者数 

 

⇒ 矢作ルート・半谷ルートについては、通学利用に合わせ、登下校の時間帯のみ運行しているため、１便あた

りの平均利用者数は比較的多く、ともに６人以上となっている。 

⇒ 矢作ルート・半谷ルートを除く、４ルートについては、例年、七郷・中川ルートが一番多く、庁舎間シャトルが

一番少ない状況となっている。（庁舎間シャトルと長須・七重ルートについては、他のルートより運行便数が

多いため、のべ利用者数に対して、１便あたりの平均利用者数は他よりも低くなる） 
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４．現状の課題 

（１）都市構造について 

 
前提となる本市の都市構造 

 

 

 

 

 

 

 
平成３１年３月に『坂東市立地適正化計画』を策定 

 
   都市機能や居住を誘導し、拠点となる市街地と集落ゾーン、工業団地の産業ゾーンを 

 公共交通ネットワークで結び、コンパクトシティ・プラス・ネットワークの実現を目指す。 

 

＜立地適正化の方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

出典：坂東市立地適正化計画 

まちづくりと連携してバス路線の再編を行い、持続可能な公共交通体系を構築する 

鉄道駅が無く、居住地が分散して立地しているうえ、目的地となる市街地や拠点も分散しており、

効率的な公共交通網の形成が難しい。 

①都市機能の誘導 

必要な都市サービスを市内

で享受できる拠点づくり 

②居住の誘導 

都市と自然にアクセスでき

る居住環境づくり 

③公共交通網の形成 

バス交通を軸とするまちづ

くり 

＜将来都市構造のイメージ＞ 

市街地に、市の拠点となる誘導区域を定め

るとともに、郊外部には集落ゾーンを定め、 

ゾーン周辺の周辺住民の生活をサポートし

ます。 
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（２）コミュニティバスの課題 

課題・要望等 改善策 懸念事項等 

運行便数が少ない。 

毎日運行していない。 

①運行車両台数を増やし、便数を増やす。 

②運行ルート・ダイヤを利用の多い地域・時間

に集中させる。（利用が少ない地域の運行

は廃止し、デマンドタクシーで対応する。） 

 

①その分経費が掛かり、運転者も確保しなければならない。 

②コミュニティバス利用者にとっては、デマンドタクシーは料金が３倍にな

る。また、利用者登録と前日予約が必要で、満員の場合は希望する時間

に乗車できないこともある。デマンドタクシーは、利用者が増えれば、その

分運行車両台数も増やす必要があり、経費も増える。（利用者１人あたり

の市負担額が大きい） 

神大実地区を通るルートが無い。 

（その他バス路線も、直行坂東号のバス停が

神田山に１箇所あるのみ） 

神大実地区を通るルートを設定する。 現在の運行車両台数でルートを設定するには、その分他のルートを削減し

なければならない。 

（以前は、神大実地区を通るルートを運行していたが、利用者が少ないこ

と、水海道駅行きの民間バスが運行していたこと及びデマンドタクシーが運

行開始することにより、H24 から廃止された経緯がある。しかし、その後、水

海道駅行きの民間バスも H30.3 に廃止されている。） 

他のルート・路線への乗り継ぎが解りにくい。 

（特に中心市街地内は、他のルート・路線に

乗り継ぎできる停留所が複数あり、どこで乗

り換えればいいか解りにくい） 

中心市街地内における交通結節点を明確に

し、そこを乗り換えポイントとする。 

民間バスも含め、乗り換え時間を考慮したダイヤ編成が必要となる。 

バス停までの距離が遠い。 

（バス停の新設、団地内まで乗り入れ、フリ

ー乗降制の導入） 

再編の中で、バス停位置の見直し等も検討す

る。 

運行の効率化・最適化を図るためには、すべてのニーズを反映させることは

難しい。これまで利用が多い箇所や地域としてのニーズを勘案し、相対的な

判断が必要。 

フリー乗降については、他の路線で人身事故が発生している例もあり、安全

面が懸念される。また、路上にいる人が乗車希望者か判別できないこともあ

る。 

民間バス路線と重複している区間がある。 

（庁舎間シャトル及び沓掛・内野山ルートと

巡回バス） 

民間バスと一体的に再編を行い、効率化を図

る。 

民間バス事業者の協力が必要。 

（巡回バスについては、坂東清風高校や境高校への通学利用者が大半で

あり、その点も考慮しなければならない。ただし、バス停の利用状況は記録

していないため不明） 

観光施設を訪れるためのルート・路線が僅

かしかない。周遊できるルートが無い。 

土日に運行するルートや観光施設を周遊でき

るルートを設定する。 

新たなルートや土日運行の追加は、その分経費が増える。経費を増やさ

ず、現状のリソースで観光ルートを設定するとなると、その分市民の生活需

要に対する利便性が低くなる恐れがある。 

工業団地への通勤や来訪に対応するルー

ト・路線が僅かしかない。 

工業団地への通勤等に対応したルートを設

定する。 

通勤等に対応するには、隔日ではなく毎日運行する必要がある。また、通

勤時間にダイヤを合わせなければならない。 

現状、平日の朝７時台と夕方４時台は矢作ルート及び半谷ルート（通学対

応）に車両２台を使用しているため、現状のリソースで対応するには難しい

場合も考えられる。 

バス停の名称が他の民間バス路線とが異な

るところもある。 

停留所名を統一する。 民間バス事業者との調整が必要。 

バス待ち環境の改善 より周辺環境の良い場所バス停を移設する。 

民間店舗等の一部をバス待ち環境として提供

していただく。 

利用の多いバス停にベンチや上屋、サイクル

ラック等を設置する。 

バスロケーションシステムを導入する。 

関係者の協力及び予算の確保が必要。 

 

使用している車両の老朽化 

（小型バス 3 台、15 年使用） 

車両規模の縮小や低炭素型車両（EV バス

等）の導入を検討のうえ、車両を更新する。 

事業の継続・方向性についての検討及び予算の確保が必要。 

キャッシュレス決済に対応していない。 交通系 IC 等を導入する。 老朽化している車両の更新時期との調整や予算の確保が必要。 

ルート・ダイヤの 

効率化・最適化 

利便性・利用環境の

向上 

わかりやすさの 

向上 

今回の再編で目指すもの 
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５．再編の基本方針（案） 

  前項の課題を踏まえ、今回の再編における基本方針を下記のとおり設定する。 

なお、抽出した課題のすべてを今回の再編で改善していくことは財政上難しいため、優先順位を

整理し、可能な範囲で対応策を実施することとする。また、基本方針に基づき実施する具体的な

内容及び再編のルールは、今後、本会議で協議のうえ決定することとする。 

＜基本方針＞ 

 立地適正化計画をはじめ、まちづくりと連携した再編を行うこと。 

 利用者や地域のニーズ、利用状況、人口の分布等の実情に応じた編成を行い、効率化・ 

最適化を図ること。 

 他の公共交通機関や関係者と連携を図り、利便性や利用環境の向上を図ること。 

 利用者にとって、より明瞭な交通体系を目指すとともに、わかりすい情報発信を行うこと。 

 

６．再編のスケジュール（案） 

 下記のとおり、令和４年度に再編実施計画を作成（業務委託）し、令和５年度に時刻表の作成や

市民周知、運行手続き等を行い、令和６年４月から新ルートでの運行を開始する。 

年度 実施内容 再編に係る会議 

令和３年度 

 

 

 

  

令和４年度    

令和５年度    

令和６年度    

 

利用状況や課題の整理 

基本方針の設定 公共交通会議① 

公共交通会議① 

公共交通会議② 

公共交通会議③ 

アンケート調査等の実施 

 

業
務
委
託
（ 

再
編
実
施
計
画
） 

業務委託発注 

パブリックコメント 

運行開始 （令和６年４月～） 

ルートマップ・時刻表の作成 

道路運送法

上の手続き 

バス停の設置 

車内表示の変更等 

公共交通会議① 

再編実施計画の作成 

市民への周知 

（時刻表配布・広報掲載等） 

次年度予算措置 

公共交通会議④ 
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